
町
長

①
県
の
東
京
事
務
所
に
係
長
級

職
員
を
派
遣
し
、活
動
を
始
め

た
。

　

具
体
的
に
進
ん
で
い
る
こ

と
、そ
の
可
能
性
が
広
が
っ
て

い
る
事
に
つ
い
て
、１
つ
目
は
、

新
し
い
係
を
中
心
に
各
課
と
の

連
携
に
よ
り
企
業
誘
致
を
進
め

る
体
制
が
で
き
た
事
。２
つ
目

は
、首
都
圏
に
あ
る
企
業
の
情

報
が
得
や
す
く
迅
速
に
対
応
が

で
き
る
事
。３
つ
目
は
、企
業
情

報
に
一
定
の
検
討
が
行
わ
れ
た

上
で
企
業
を
紹
介
い
た
だ
く
の

で
信
頼
性
が
高
い
事
。４
つ
目

は
、中
央
省
庁
に
頻
繁
に
出
入

り
す
る
の
で
、国
の
有
利
な
事

業
に
つ
い
て
情
報
を
得
や
す
い

事
な
ど
が
あ
る
。

企
画
財
政
課
長

　

町
関
係
で
は
、や
ま
ゆ
り
工

業
団
地
の
シ
チ
ズ
ン
所
有
の
空

き
工
場
を
、同
社
了
解
の
上
、物

件
案
内
を
し
て
い
る
。

　

４
月
か
ら
の
状
況
は
、製
造

業
２
社
と
話
を
進
め
た
が
、条

件
が
折
り
合
わ
な
か
っ
た
。

　
現
在
は
機
械
器
具
製
造
業
社

と
、条
件
が
合
致
す
る
こ
と
か

ら
シ
チ
ズ
ン
と
も
協
議
し
、町

と
県
で
誘
致
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

②
メ
ル
シ
ャ
ン
跡
地
は
、㈱
ア

マ
ナ
と
土
地・
建
物
の
基
本
合

意
の
上
、本
年
度
中
は
事
務
担

当
者
会
議
を
継
続
し
、来
年
度

か
ら
具
体
的
内
容
を
協
議
す

る
。

　

土
地
売
却
に
つ
い
て
は
、双

方
の
価
格
に
乖か

い
り離
が
あ
る
こ
と

か
ら
賃
貸
借
も
含
め
協
議
中
で

あ
る
。

町
長

　

苗
畑
跡
地
に
つ
い
て
は
、こ

れ
か
ら
協
議
を
始
め
て
い
く
。

企業誘致の推進状況は

やまゆり工業団地に製造業の誘致を進めている
五味　髙明 議員

企
業
誘
致
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

①
新
設
係
で
の
推
進
状
況
は

②
メ
ル
シ
ャ
ン
跡
地
、苗
畑
跡
地
の
そ
の
後
の
進
捗
は

問

教
育
次
長

　

現
在
、建
造
物
の
文
化
財
の

指
定
に
つ
い
て
は
、昭
和
40
年

代
に
千
葉
大
学
の
教
授
に
一
連

の
調
査
を
依
頼
し
、一
定
の
指

定
候
補
が
選
出
さ
れ
た
。

　
豊
昇
の
泉
珠
院
に
つ
い
て
は

文
化
財
価
値
、設
立
の
年
代
確

定
、建
造
の
時
代
的
背
景
の
意

図
、建
造
物
の
構
造
的
特
性
、現

状
で
の
保
存
状
態
と
希
少
性
な

ど
の
評
価
が
必
要
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

　

天
然
記
念
物
、

天
池
、大
池
の
植

物
群
落
は
絶
滅
危

惧
さ
れ
る
植
物
を

含
ん
で
い
る
た

め
、一
般
公
表
し

て
い
な
い
。植
物

群
落
は
全
体
が
指

定
さ
れ
て
お
り
、

絶
滅
危
惧
さ
れ

て
い
る
中
で
、特

に
佐
久
地
方
で

は
極
め
て
珍
し
い

モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
、

ミ
ツ
ガ
シ
ワ
等
が
あ
る
。植
物

群
落
の
面
積
は
大
池
の
面
積
が

７
千
857
㎡
、天
池
は
３
千
652
㎡
。

　
管
理
に
つ
い
て
は
、植
物
学
の

研
究
者
か
ら
、む
や
み
に
現
在
の

植
生
に
手
を
入
れ
る
こ
と
は
そ

の
育
成
に
好
ま
し
く
な
く
、生

態
環
境
の
現
状
維
持
が
重
要
で

あ
る
と
指
導・助
言
を
受
け
て
い

る
の
で
、大
幅
に
損
な
わ
れ
る
こ

と
が
無
い
よ
う
に
現
状
の
ま
ま

で
保
存
し
て
い
る
。

文化、芸術の織りなす地域づくりの推進は

生態環境の現状維持が重要である
徳吉　正博 議員

町
内
に
は
、文
化
、歴
史
、自
然
の
営
み
を
示
す
貴
重
な
文

化
財
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
を
後
世
に
伝
え
、

文
化
財
の
記
録
保
存
事
業
を
行
っ
て
い
く
の
か
を
問
う
。

問

建
設
水
道
課
長

　
久
能
梨
沢
線
は
、一
般
県
道
草

越
豊
昇
佐
久
線
の
豊
昇
ト
ン
ネ

ル
西
か
ら
梨
沢
の
豊
昇
神
社
ま

で
の
延
長
480
ｍ
区
間
の
道
路
整

備
を
計
画
し
て
い
る
。

　
こ
の
路
線
は
、既
存
の
急
傾
斜

部
分
の
モ
ル
タ
ル
吹
き
つ
け
の

剥
離
や
崩
落
の
危
険
性
、ま
た
行

き
止
ま
り
路
線
で
、災
害
時
の
緊

急
避
難
対
策
な
ど
が
懸
念
さ
れ

て
い
た
。

　
地
元
区
か
ら
整
備
要
望
が
あ

り
、平
成
24
年
度
、緊
急
防
災
減

災
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、豊
昇

区
世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら

豊
昇
神
社
ま
で
の
250
ｍ
区
間
の

右
側
急
傾
斜
の
法
面
工
事
と
、豊

昇
ト
ン
ネ
ル
か
ら
豊
昇
区
世
代

間
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
230
ｍ

区
間
の
道
路
改
築
工
事
を
実
施

し
、約
半
分
の
区
間
が
供
用
開
始

と
な
っ
て
い
る
。

　
残
り
の
豊
昇
神
社
ま
で
の
250

ｍ
区
間
の
改
築
工
事
は
、左
側
の

河
川
ま
で
の
沢
側
に
道
路
拡
幅

の
計
画
で
、河
川
と
の
最
大
高

低
差
が
約
15
ｍ
あ
り
、大
が
か

り
な
盛
土
を
行
う
構
造
で
、約

２
万
５
千
㎥
も
の
搬
入
路
が
必

要
に
な
る
。搬
入
土
砂
は
、購
入

や
改
良
剤
を
施
し
た
り
せ
ず
に
、

国
や
県
、他
市
町
村
な
ど
の
公
共

工
事
の
際
に
搬
出
さ
れ
る
土
砂

を
利
用
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

　
平
成
29
年
度
か
ら
都
市
再
生

整
備
事
業
交
付
金
を
活
用
し
、

用
地
取
得
に
向
け
、用
地
測
量
や

一
部
用
地
買
収
の
事
業
要
望
を

し
て
、前
に
進
め
て
い
き
た
い
。

町道久能梨沢線道路改良の見通しは

29年度から用地測量や一部用地買収を始めたい

平
成
26
年
度
か
ら
５
ヵ
年
計
画
の
都
市
再
生
整
備
事
業
は
、

計
画
的
に
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。し
か
し
、

補
助
金
の
交
付
率
は
年
々
低
く
な
り
今
年
度
は
、要
望
額
の
３
割
と

の
こ
と
で
、計
画
の
見
直
し
と
期
間
を
延
長
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
の

説
明
で
あ
っ
た
が
、今
後
の
整
備
計
画
の
見
通
し
と
内
容
は
。ま
た

５
ヵ
年
の
実
施
計
画
に
も
上
が
っ
て
い
る
町
道
久
能
梨
沢
線
の
整
備

計
画
の
見
通
し
に
つ
い
て
問
う
。

問
市村　千恵子 議員

建
設
水
道
課
長

　
町
内
に
は
本
来
宅
地
と
し
て

の
価
値
が
比
較
的
高
い
と
思
わ

れ
る
地
域
で
も
、一
部
に
土
地

利
用
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
が

見
受
け
ら
れ
る
。現
在
そ
の
よ

う
な
土
地
の
数
カ
所
を
、住
宅

用
地
と
し
て
の
活
用
が
可
能
か

否
か
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

県
営
住
宅
の
平
和
台
団
地

の
未
利
用
地
も
、そ
の
一
つ
で

あ
る
。敷
地
は
、約
１
万
８
千
㎡

あ
り
、平
成
８
年
度
か
ら
整
備

が
開
始
さ
れ
、現
在
２
棟
50
戸

の
住
宅
が
整
備
済
み

と
な
っ
て
い
る
。県
の

当
初
計
画
で
は
、19
年

度
ま
で
に
７
棟
を
整

備
す
る
予
定
が
、５
棟

は
社
会
情
勢
の
変
化

な
ど
で
中
止
と
な
っ

た
。敷
地
の
半
分
、約

８
千
700
㎡
が
未
利
用

地
と
な
っ
て
い
る
。

町
長

　

人
口
増
加
策
の
中

心
的
な
事
業
と
し
て

宅
地
造
成
、住
宅
地
の
確
保
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　

そ
の
一
つ
が
、役
場
東
側
か

ら
桜
ヶ
丘
団
地
ま
で
の
広
大
な

農
地
を
住
宅
地
に
、も
う
一
つ

は
平
和
台
の
県
の
土
地
と
町
営

平
和
台
団
地
を
取
り
壊
し
た
部

分
、そ
れ
と
平
和
台
児
童
館
も

終
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、こ
の

周
辺
の
個
人
所
有
の
土
地
を
確

保
し
、一
体
の
も
の
と
し
て
考

え
て
い
く
。

　
県
や
土
地
所
有
者
と
十
分
協

議
を
し
て
、早
急
に
進
め
た
い
。

２万人都市構想の実現は

宅地造成、住宅地の確保を進める
小井土　哲雄 議員

長
期
振
興
計
画
に
基
づ
き
、超
長
期
目
標
で
あ
る
２
万
人
都

市
構
想
の
実
現
に
向
け
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
が
進
む
中
、構
想

実
現
の
た
め
に
は
平
和
台
の
県
営
住
宅
建
設
予
定
地
の
開
発
が
重
要

と
考
え
る
が
、町
の
取
り
組
み
方
と
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
を
問
う
。

問

向原の大池

改良待たれる久能梨沢線

県営住宅平和台団地の未利用地
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